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推進協議会だよりvol.122

伊与原新さんが見た萩 ・ 坂窯ツアー
　直木賞受賞作品「藍を継ぐ海」に収録されている萩・見島が舞台の短編小説「夢化けの島」。その
執筆にあたり、作者の伊与原新さんが取材に訪れた場所へご案内する「伊与原新さんが見た萩・坂窯
ツアー」を４月 20日に開催しました。地元の方はもちろん、なんと遠くは京都や高知からもご参加
いただきました。
　３年前に伊与原さんをご案内した白井専門員が案内人を務め、萩焼宗家「坂高麗左衛門窯」を訪れ
ました。坂窯では第 14代坂高麗左衛門・坂悠太さんのご案内で、伊与原さんも見た歴代当主の作品
や登り窯、さらには一般公開されていない江戸時代初期の窯跡（萩焼古窯跡）を見学しました。
　参加者のみなさんは、「夢化けの島」の内容のほとんどが史実に基づくものであることを知って驚
いたり、文章で描かれた景色が実際に目の前に広がる体験に感動の声をあげたりしていました。伊与
原さんが萩できめ細やかな取材を行って執筆されたことを、存分に感じていただけたようでした。

異動のご挨拶
４月より萩市役所ジオパーク推進
課長そして萩ジオパーク推進協議
会事務局長に着任しました堀です。
実は私、昨年度まで約20年間萩博
物館におりまして、貝をはじめと

する海洋生物の研究や教育普及活動を実施したり、
夏の親子向け展示会などのプロデュースを行ったり
しておりましたが、初の異動でこちらへ着任となり
ました。これからジオパークのことを勉強しつつ、
まずは多くの方々が「くらしの中で大地の成り立ち
やいろいろなモノ・コトのつながりを実感していた
だく」ことができるような活動や情報発信の展開を
考えたり、協議会や関係者の皆さまがやりがいをも
って取り組んでいただける環境づくりに取り組んだ
りしたいと思っております。今後たいへんお世話に
なります。どうぞよろしくお願い致します。

　　　　　　　「ジオパーク」という言葉を聞いたのは、
　　　　　　　2009 年に萩で故永尾隆志先生を実行委
　　　　　　　員長とする第 10回地震火山子どもサマ
　　　　　　　ースクールを開催した時です。その後
　　　　　　　2014 年 10 月に企画政策課の課内室と
　　　　　　　してジオパーク推進室が設置された時に
　　　　　　　配属され、活動に携わってきました。最
初、「萩の地形地質、阿武火山群はすごいんだ！」を伝
えることが目的となっていましたが、今は「足元に目を
向け、大地に畏敬の念を抱きつつ、今後地球とどう付き
合っていくのか」を考え実践する活動へと変わりました。
人々の意識や行動を変えることは難しいことですが、皆
さんのお陰で活動を進めることができましたこと、感謝
申し上げます。この度の人事異動で事務局からは離れま
すが、別の立場から少しでも貢献していきたいと思って
います。これからもよろしくお願いいたします。

櫃島植物調査へ
同行（2025.4）
櫃島植物調査へ
同行（2025.4）

萩ジオパーク推進協議会　　
  ｜2025年４月30日発行｜



高校の地学でも 「夢化けの島」 ！

「夢化けの島」 コーヒー＆ハーブティー誕生！
　萩市見島が舞台の小説「夢化けの島」が収録された短編集「藍を継ぐ海」の
直木賞受賞を記念し、作品をイメージしたオリジナル商品（コーヒー、ハーブ
ティー、お菓子）が誕生しました。
　商品コンセプトは、“「夢化けの島」を読むときのお供にピッタリの飲み物と
お菓子” です。見島と同じく火山の島であるインドネシアやパプアニューギニ
アの豆を使用したコーヒーや、バタフライピーという青色のハーブで見島の海
の色をイメージしたハーブティー（右下写真のようにレモン果汁で見島土のよ
うな赤色に “化け” ます）など、こだわりの商品ができました。さらに、パッ
ケージデザインは見島出身・在住の長富幸子氏（アトリエカルトン）が担当し
てくださいました。
　4月17日には萩図書館でコーヒーとハーブティーの試飲会を開催し、開発者
である萩コーヒー・ルポの梅津さんとTot Gardenの刀禰さんからの説明の後、
萩図書館、NPO萩みんなの図書館の職員のみなさんに試飲していただきました。
　商品は、5月10日に開催される伊与原新さんの講演会会場で数量限定販売し
ますので、ぜひお買い求めいただき、小説と一緒に味わってみてください。

　4月22日、萩光塩学院高校の「地学基礎」の授業に白井専門員がお邪魔し、授業を行いました。地学は地球
の仕組みを紐解く学問ですが、扱う現象の規模が空間的にも時間的にも大きすぎて、科学実験で検証するのには
工夫が必要です。「小さな現象から大きな現象を推論する」という地学の分野の特徴的な考え方を学んでいただ
きました。題材にしたのは、伊与原新さんの小説「夢化けの島」でも描かれた、萩市見島の成り立ち。約1200
万年前の火山噴火でできたと考えられていますが、その噴火の様子を机の上で再現する実験を班ごとに行いまし
た。実験方法は、同じく伊与原新さんの小説「宙わたる教室」に出てきた、重
曹とお酢をボトルの中に入れて発泡させて噴き出させるというもの。見島の噴
火は、マグマが噴水のように激しくふき出す噴火と、溶岩が穏やかに流れ出す
噴火の２種類があったと考えられており、それを再現するための材料の配合等
を考えてもらいました。「ガムシロップを混ぜて粘性を高めたら、ドロドロの溶
岩が再現できるかも」「反応が進みやすいように攪拌してみよう」など知恵を絞
って何度も試行錯誤を繰り返していました。思った通りの結果になった時には
歓声が上がり、そうでなかった時には修正点を活発に議論する…。生徒さんた
ちが主体的に考えながら作業する姿がとても印象的でした。
　この授業の成果は、５月10日のイベント「本と地球と萩焼と」内で、火山
噴火実験ワークショップとして来場者の方々に体験していただけるようにしま
す。高校生たちが考えた見島の噴火の再現実験、ぜひ会場で体験してください。

　　　　　　　《商品ラインナップ》
　　●「夢化けの島」コーヒー（萩コーヒー・ルポ）
　　●「夢化けの島」ハーブティー（Tot Garden）
　　● 和菓子や洋菓子（そらいろ菓子店、舸子 176）

※コーヒーもハーブティーも 5月 10日のイベント会場ではドリップバッグ、ティーバッグでの販売であり、
　ドリンクとしての販売はありません。



令和７年度 萩市ジオパーク活動補助金の募集

令和６年度萩市ジオパーク活動補助金事業報告

　萩市では、萩ジオパークの推進に貢献する市民活動を公募し、補助金を交付します。
1. 募 集 期 間 　令和７年５月２２日（木曜日）まで
2. 補助上限額　２０万円
3. 対象の事業　大地の遺産の保全、再生、維持のための活動、 大地の遺産を伝えるための教育活動や
　　　　　　　普及活動、研修会等の開催など
4. 対　象　者　市民活動団体、町内会や自治会などの地域住民組織で、事業終了後もジオパークの活
　　　　　　　動を継続して実施または支援する意思のある団体（構成員 5人以上）
　　　　　　　　※１人以上は萩市内に住所を有する者であること
5. 事 業 期 間 　交付決定日（６月中旬ころ）～令和８年３月２０日（金）まで
6. 申し込み・お問い合わせ
　　　　　　　萩市ジオパーク推進課　21-7765　※詳細は萩市HPをご覧ください。

　笠山山頂展望台は令和５年４月29日に愛称を
『鳶ノ巣』としてから、今年のGWに2周年を迎
えました。5月 11日まで感謝祭を開催しています。
　カフェでは感謝祭期間中、限定メニューとして、
笠山をイメージした「フローズンヨーグルト」と萩
ジオパークパートナー『TotGarden』の萩産夏みか
んの皮や笠山産ビワの葉を使った
「ハーブティー」を販売しています。
販売期間：４月29日（火・祝）
　　　　　～5月11日（日）

鳶ノ巣カフェ　スタッフより

萩市内各ジオサイト及び特産品をデザイン化したステンシルを活用して，巾着袋などに転写する体験を通

して，萩の魅力を知ってもらうきっかけとする萩魅力再発見プロジェクト

期間限定メニュー「フローズンヨーグルト」

「笠山の形」をイメージした

フローズンヨーグルトに「マ

グマ」をイメージした萩産イ

チゴで作ったジャムをかけて

います。また「スコリア」は

アーモンドにチョコレートを

コーティングしてココアパウ

ダーをまぶして仕上げました。

ぜひご賞味ください。

萩ＰＲ・ＣＯＭＰＡＮＹ

下記のイベントに参加し、萩市内のジオサイトやそこで営まれてきた人々の暮らし・特産品等の周知を行いました。
　◇萩ジオパーク大地の日（６月１６日、７月２０日、９月１５日、１１月１７日、１２月１５日、１月１９日、２月１６日）
　◇須佐わくわくフェスタ（５月３日）　
　◇須佐ホルンフェルスでミニ夏祭り（８月２４日）
　◇そばの花まつり（１０月６日）　
　◇笠山山頂展望台『鳶ノ巣』で夕日を見よう！（１０月１２・１３日）　　　
　◇つわぶきの館リニューアル記念イベント（１１月２４日）
　◇笠山山頂展望台『鳶ノ巣』～萩・椿まつりとのコラボ企画～（３月２日）
　◇ジオパークフェア２０２５（３月９日）



５月の予定

わっきー教授のジオ・ワールド　
⑨ 世界一有名な火山　イエローストーン(アメリカ合衆国)

　イエローストーンは、アメリカ合衆国西部にあり、1872年に世界初の国立公園となりました。世界最大級
の超巨大火山(Super Volcano)と呼ばれています。過去に約210万年前、約130万年前、約64万年前の3回超
巨大噴火を行い、そのたびに巨大カルデラが形成されました。地下600km以上の深さから熱い物質(ホットプ
ルーム)が上昇してマグマを形成するので、日本の火山より非
常に長い期間噴火を続けています。約7万年前以降は噴火して
いませんが、間欠泉では勢いよく熱水が噴き出しています。
笠山は約8800年前に噴火していますが、地下にマグマが継続
的に供給されていないので、イエローストーンより安全です。
また、規模も大きく違いますね。規模で言えば、佐々並地区に
約9000万年前に噴火した火山が近いかもしれません。佐々並
地区には、佐々並カルデラの痕跡があり、かつて巨大噴火が
あったと考えられています。でも、佐々並地区も今はとても
安全です。　

○須佐わくわくフェスタ　5月3（土）・4日（日）10：00～15:00   場所：JR須佐駅前広場・いかマルシェ　内容：須佐地域
　の特産品等の販売や体験プログラム、わくわく抽選会　出店：萩の大地の恵みスマートボール（萩ジオツーリズム協会）、
　スサギンチャク（須佐PR・COMPANY）　参加：予約不要・入場無料（体験によっては有料）　主催：（一社）須佐おもて
　なし協会（08387-6-3380）

○第10回森フェス～とくぢのONE博！EXPONTA2025　5月4日（日・祝）9：30～15:30   場所：国立山口徳地青少年
　自然の家　内容：「森」に関する多数の団体の交流イベント　出店：地形模型づくり（当協議会、協力：萩ジオツーリズム
　協会）　参加：予約不要・入場無料（体験によっては有料） 主催：森フェス実行委員会（0835-56-5234）　　　　
●「藍を継ぐ海」の直木賞受賞記念 伊与原新さん講演会＆サイン会　５月10日（土） 講演会13:00～14:00、
　サイン会14:10～15:30  場所：萩市民館大ホール  参加：講演会についてはHP参照、サイン会は参加申込
　終了　主催：萩ジオパーク推進協議会（0838-21-7765）　　　　
●「藍を継ぐ海」直木賞受賞記念イベント 本と地球と萩焼きと　5月10日（土）10：00～16：00　場所：萩市民館　内容：
　直木賞作家伊与原新さんの受賞作品に関する複数の団体の展示・体験イベント　参加：予約不要・入場無料（体験によっ
　ては有料）主催：萩ジオパーク推進協議会（0838-21-7765）　　　　　
●伊与原新さんと行く「夢化けの島」見島ツアー　5月11日（日）10:30～14:00  場所：見島　参加：申込終了　主催：萩
　ジオパーク推進協議会（0838-21-7765）　　　　　　
○geoとも (萩ジオ友の会)定例会　5月17日(土)9:30～15:00   内容：樋口尚樹氏（松陰神社宝物殿至誠館館長）と共に萩ジ
　オパーク内の「自然災害伝承碑」を巡見　参加：会員のみの限定　主催・問い合わせ：geoとも 　中西 (080-8747-9383)　　　　　
●萩ジオパーク推進協議会定期総会　5月20日 （火)15:00～16:00 場所：萩・明倫学舎1号館 展示映像室　内容：令和６年
　度事業報告・会計報告・監査報告、令和７年度事業計画・予算他　主催：萩ジオパーク推進協議会（0838-21-7765）　　　　　
〇第54回日本ジオパーク委員会　5月24日（土）場所：千葉市幕張メッセ　内容：日本ジオパークネットワーク新規認定「公開プ
　レゼンテーション」　　　　　
〇日本地球惑星科学連合2025年大会ジオパークセッション　5月25日（日）～30日（金） 場所：千葉市幕張メッセ　
　詳細は大会　HP参照（http://www.jpgu.org/meeting_j2025/）

　


